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2 厚生労働省：2019年 人口動態統計

2019年 死因内訳
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3 国立がん研究センター がん情報サービス

男女計 男性 女性
部位 死亡数 部位 罹患数 部位 罹患数

全がん 376,425 全がん 220,339 全がん 156,086
肺がん 75,394 肺がん 53,338

肺がん 22,056

乳がん 14,839
前立腺がん 12,544

乳がん 14,839
悪性リンパ腫 13,049 子宮がん 6,804
前立腺がん 12,544 悪性リンパ腫 7,210 悪性リンパ腫 5,839

膀胱がん 6,014 卵巣がん 4,733

がんによる死亡の が消化器がん
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• 生活スタイルを変えずに で標準化学療法を！
• 正しい で有害事象に悩まされない生活を！
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抗悪性腫瘍薬を用いて、主に根治不能な遠隔転移症例の
を目指しています。

52歳男性：胃癌術後/肺・縦隔リンパ節転移再発

2009年7月～
S-1＋分割シスプラチン

→S-1単剤
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年間利用延べ件数
11755件

2020年科別利用実績
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• 国内外の へ収載される治療法の開発を目指す

• 生活スタイルを変えずに で標準化学療法を！
• 正しい で有害事象に悩まされない生活を！
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の2つの第III相試験で
いずれも を示した

1) Muro K, …, Komatsu Y, et al. Lancet Oncol 11 : 853-60, 2010, 2) Yamada Y, …, Yuki S, …, Komatsu, et al. Ann Oncol 29 : 624-631, 2018
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9 1) Hashiguchi Y, et al. Int J Clin Oncol 25 : 1-42, 2020, 2) Yoshino T, et al. Ann Oncol 29 : 44-70, 2018
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• 国内外の へ収載される治療法の開発を目指す

• 未来の患者に ために！
• 最近は がメイン！

• 生活スタイルを変えずに で標準化学療法を！
• 正しい で有害事象に悩まされない生活を！
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有効な薬剤 本邦承認
5-FU 1967
イリノテカン
オキサリプラチン
S-1

2001
2005
2003

パニツムマブ 2010

ペムブロリズマブ 2018

有効な薬剤 本邦承認
5-FU 1967
シスプラチン
S-1
カペシタビン

1990
1999
2011

イリノテカン
パクリタキセル
ドセタキセル

1995
2001
2000

トラスツズマブ 2011

FTD/TPI 2019

有効な薬剤 本邦承認

他、膵がんに対する ， も承認
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• 国内外の へ収載される治療法の開発を目指す

• 未来の患者に ために！
• 最近は がメイン！

• 生活スタイルを変えずに で標準化学療法を！
• 正しい で有害事象に悩まされない生活を！

• 今後の化学療法や支持療法に影響を与え、
研究を目指す
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ミノサイクリン

日焼け止め

保湿剤

プレドニゾロン
軟膏 0.5%
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• ｢延命｣だけの時代ではありません。
がん薬物療法専門医を育成します！

• 現在では消化器がん領域では の
ほとんどで より関わっています。

• 学内/学外・臨床研究/Translational research、 。
相談に乗ります！


	スライド番号 1
	“がん”は人ごとではありません･･･
	がんの中でも消化器がんが最も多い
	化学療法グループ：4つの目標
	普段通りの生活をしながら長期生存も可能に！
	北海道大学病院：外来治療センター利用件数
	化学療法グループ：4つの目標
	北海道発！IRIS(＋ベバシズマブ)療法�　　　　　　　　　　　　　　　　　　：IRIS＝イリノテカン＋S-1
	国内外のガイドラインで標準治療となっています！
	化学療法グループ：4つの目標
	これまで多くの薬剤承認開発治験に関わってきました
	化学療法グループ：4つの目標
	臨床研究でもTranslational Researchでも！
	化学療法グループはがん診療を志すには 最適 です！

